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　　　　　　　　　　緒　　言

　産科麻酔で吸入麻酔を行 う場合に は ， 母体 の 安全 の 他

に，母体 を麻酔す る限界 が，胎児 の 安全閾の 最大限で あ

るとい う条件を満足 させ な けれ ばな らず ， 他方娩出力（子

宮収縮）に異常を来 さ な い とい う条件も必要であ る．従

っ て エ 7 テ ル ，笑気，ト リク ロ ール エ チ レ ン ，サ イ ク ロ プ

ロ ペ イ ン 等の 揮発性夊は ガ ス 麻酔 の うち では，麻酔力が

強 く， 導入 覚醒が速 か で，しか も酸素を充分に投与で き，

子宮収縮力 に も影響 の 少 い とい う条件 を考え る と，そ の

第
一

に挙げ られ る の は ， サ イク ロ プ ロ ペ イ ン （以下 サ イ ク

ロ プ ロ ペ イ ン は サ，サ イク ロ プ ロ ペ イン 麻酔 は サ麻酔 と

略す）で あ ろ う．（1 ，2 ，11） サ は Freund （18S2）に

より合成され Lucas ＆ Henderson （1929）
4）に よ り始め

て 臨床使用 さ れ て 以来 Waters 教授
5）及び そ の 門下 Ro−

venstein 等の 綜合的研究に よ り極め て 優秀な 麻酔剤で

あるこ とが認 め られ た．そ の 後幾多 の 研究者達 に よ つ

て ， 定量法 ， 循環機能， 脳波，呼吸機能，或は サ麻酔中の
’
血液化学的性状等の 各方面か ら追究さ れ て い る．本麻酔

を初めて 産科麻酔に使用 したの は Boume （1934）である

が，次い で Knight8〕9），
　Gri伍th1°）

，
　Minitti2），

　Rovensteip

＆ Adriani13） 等 の 報告 が あ り， 最近では Boagani4）
，
　Gr

avvfordz2 ）z3）2G）；Coleman！4），　McNab25），　Collier2η
，
　Bowe −

nZ
°｝

，Apgar62）等の報告 が み られ る．一方最近麻酔剤の微

量定量法 の 発達 に伴 い ，麻酔中の 母児間の ガ ス 代謝或 は

麻酔剤 の 胎盤移行の 問題 を解明 し，麻酔法，麻酔剤 に再

検討 を加 え よ う とす る傾向が あ る．即 ち，Pentothal　So・

dium に就 て は，従来 か ら信ぜ られ て い た，　 Eastman5η

の 8 〜12分で母児間の 血 中濃度 は 同量 に 達す る とい う研

究はそ の 後 Mckechnie 　 et 　a 正
2η に よ り 3 〜4 分で等量

に達す る こ と が わ か り
』
， ま た Pittinger ＆ Morris2ev

’
30

動物実験で D −Tuboctirarine を大量 に 子筥動脈注入す

る と胎児 に移行 す る が ， 臨床使用量では通週はみ とめ ら

れ な い の で ， ．帝 切 に対
・
す る 全 身麻 酔 に D −Tc の 使用 は

一応安 全 と考 えら れ る と結論 し た．Decamesonium に

就て は Organ31｝，　Austln3z），　Scur331は，胎盤通過性を否

定 した が ，
Ellerker34）は通過性 をみとめ，　 Succinylcho1−

ine　Chlorjdeに就 て は Thesleff3s〕 は 通過性 を 否定，

Littles6），　Gillies37） は こ れ に 反 し て い る．　 Pittinger ＆

Morris29｝は結局之等筋弛緩剤 の 通過性 は，定量法 と投与

の 量的問題 に よつ て 左右 される点が大 きい と結論 した．

サ の 胎盤通過性 に 就て は，既に Rovensteini3）に よ り報告

さ れた が，最近 Apgarfi4）は 広義の 局所麻酔 と吸 入 麻酔法

を比較 し， サ の 胎盤通過性と児に及 ぼ す影響 を 重視す べ

きであ る と述べ て い る，サ 麻酔に 関す る本邦での業績 は

極め て 少 く，北井の 帝切 麻酔
391

， 古賀
4° ）の 胸部手術 に対す

る使用成績，土屋
41）の筋弛緩と サ麻酔の 研究をみ る に す

ぎない ．私 は，サ麻酔を人 工 妊娠中絶，分娩 な らび に帝切

に使用 し特に胎盤移行 の 問題を追究 した の で報告す る．

第 1 編 サ イ ク ロ プ ロ ペ イ ン 定量法

　　　　　　　第 1 章　定量法概説

　 サ 定量法 に は 大別 し て 次 の 3 方法 が あ る．第 1は Or −

cutt ＆ Waters に よ る Vanslyke　Nei1 装置を使用 した

ガ ろ容積定量法，第 2 は Iodine　Pentoxide 法 （Robb
’
i．

11s45），），第 3は Faulcorner　et　a14e ） に よ り発表 さ れ た

Mass 　spectro エneter に よ る方 法 で あ る．最近更 に 工 業

方 面 で 使用 さ れ て い る Gascllromatographyが検討 され

てい る．第 1の Orcutt ＆ Waters 法 は ガ ス サ ン プル の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

398− 46 産 科 領 域 に 於 け る サ イ ク ロ プ ロ ペ イ ソ 吸 入 麻 酔 に 関 す る研 究 日産 婦
’
誌 11卷 4 号

1

場合特 に 便利 で，第 2 の lodine−Pentoxide 法は ， 血 液，

水そ の 他 に溶解 した サ の定量 に適 して い る が ， 第 3 の 方

法は設備費用の点か ら特殊な機関以外使用す る こ とは で

きない ．私の 目的 は 主 と して 血 中 サの 定 量 に あ るの で ，

前 3者中そ れ に 最 も適当 と思 わ れ る Iodine−Pentoxide

法をとりあ げ Robb 量ns42 ｝44｝ の報告 に 基い て 太装置 を 組

立 て，本 法 の 精度 を検 討 した．

　 第 2 章 10面 ne −Pentoxide 法 と本法の 検討

　装置 ：Robbillsの 報告を参考 に 2 ， 3 の 改良 を加え て

組 立 て た装置 は写真 （1）及び第 工図の 如 くであ る．

写 　 真 　 1

第　 1　 図

AFGD

　

CBF H

→

　　 A ） 試 料 注 入 口 ．B ） x 一
レ ソ マ イ ア ー三 角 コ

　　ル ベ ン ．C ） ガ ス バ ー
ナ
ー．　 D ）塩 化 カ リ ゥ ム

　　管．E ）燃焼 管 （20．0× 1．5cm）．　 F ）電熱線．

　　 G ）温 度計．H ）沃 度 吸 収 用 試 験 管． エ） 吸 引

　　 口 （ア ス ピ レ
ー

タ
ー

接 続 ）

　使用薬品 ：1）無水沃度酸 （1205）2）10％ ヨ ードカ リ溶

液 ジ 3）1
／1。NNa2S203 溶液 ， 4）1 ％澱粉試薬

　測定方法 ：燃焼管 （E ） に 120，，の 粉末 とア ス ベ ス ト

（ク ロ ーム 硫酸処置後水洗乾燥）を混 じ軽 くつ め て，第

1 図の 如 くエ
ー

レ ン マ イ ア
ー三 角 コ ル ペ ン （B ）及 び 試

験管 （H ） と を接続 す る．試料 を （A ） よ り （B ） に注

入 し （
’B ）を 軽 く振盪 し水槽を沸騰 さ せ て試料中の サ を

発生せ しめ ， （1） よ り吸引 して 燃焼管 （E ） に 導 く．

サ は （E ） に 於 て （laOfi） と反応して （12） を発生 す る．

大型 試験管 （H ） に10％ （KI ）溶液 20ccを 入 れ 遊離せ

る （12）を吸収 さ せ る．反応終了 ま で 15分を要 す る．

（12）を吸収 した （KI ）溶液は黄褐色か ら赤 褐色 を 呈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

す る．反応終了後
lhDN

　Na
，
S203 溶液 で （KI ） 溶液

中に 吸収 さ れ た遊離 （工i）を滴定す る．

　反応式 ：　　　　　　　　　　　　
“

5C ・
H

・＋ 91
・
0ド 茄祕 15CO・＋15H ・0＋ 91 ・

　 5c3HG 　＝ C ＝ 　912

　 210gmC ，H6＝ 2285gml2

　1mgm 　 I ＝ C＝ o・o。92mgmC ・H ・

　 2　Na
，
S203十12＝ 　Na2S204 十 2NaI

　 （
1110N

　Na2S203 ユ．occ＝ lz　O．0126929）

　尚測定 に 当 つ て， （i）電気炉 内 の 温度 は 200dc±

5℃ とした． （iD 三 角 コ ル ベ ン と燃焼管の 間に塩化 カ

ル シ ウム 管 2 本 を挿入 して 検体 か ら発生す る水分を除去

し た ．（iii） 吸引速度 は 100〜150cc毎分 （Robbins） と

した．

　　　　　　　　第 3章　実験成績
．
第 1節　オ リーブ油 サ ン プ ル に よ る精度 の 検討

　オ リーブ油 を 0℃ に保 ちサ を 20Dco毎分 の 流量で吸収

さ せ ，こ の オ リーブ 油を約 3 倍 に稀釈 した もの を検体と

して ， 1．ecc」 2．Occ， 3，0ccの 試料を各 々 5 回測定 し

本装置 の 精度 を求めた．こ の 結果は第 1表の如 くでこ の

測定成績よ り求 め た 回帰式は 第 2 図の 如 くで あ る，

第 1 表

サγブリレ

　　　〔工）
Nに2S203F＝口．9％ 3c3

日6
　　 

団　 CCl 　 cc　CXF 皿 多
「　 1．Ol0．2『鰯 鱒 03376
2　 LOIσ．3050．コ030σ．353守
3　 1．01θ・忽 5 匹2鞭
4　 1．oo ．2ア ．2岬

0．28520
，3厂43

5　 1．oo．31断o气o0 ，3609
6　 2，．コ 旨o．4δ 9．4ア肪 o．∬ 鋳

「
ア　 2．0 σ470 、4凸85o．53ア2

2．σ σ．57α．56820．6636
2．oo ．460，45∂5o ．5355 匚

LIO　 2・oo．4甜 ．45ε5 σ．53∬
1
腸 1o．83Lo，74

σ．麗ア30
．7ア6｛

σ．4ム63
ワ．8臼 5

13　 3、σ o．76o．77ら 0339
「4、13．0 σ．7θ ，7η50 、％ 81
15　3．O σ．釦 7亨F4o ．9314

第 2 図

lf　 v −o．269：・o．Oi432
　　　 SV＝a．OO33∴ Se−0、05ア45
3　　　　　　S：2＝O．036，llSx ＝O．lsgア

2

↑

騨

尋

↑ 23 　JC

　第 2節　オ リーブ油 ， 水 ， 血 液 中の サ 定量実験

　第 1 の 実験で ， 本装置 に よ り可成 りの 精度で サ を測定

し得る こ とを み とめ た の で ， 更 に オ リ
ー

ブ 油 ， 水，血 液

（全 血 ， 1血漿，細胞成 分 ） に 吸 収 さ せ た サ の 定量 を試 み

た．　オ リープ 油は　250ccノ分 で 80分 ，　水は 300cc！分で60

分間吸収 さ せ た もの を使用 し，血 液 は 人保存 血 B型 に室

温 100cct＆｝で60分間吸収させ た も の を使用 し た．次 に

こ の 血 液 を 試験管中に 流動パ ヲ フ ィ ン で封 じ， 遠心沈澱

器 に か けて ， 血漿及び 細胞成分を分離 し， そ の 各 攻 を定

量 した．以上の サ ン プル か ら得られ た結果 を 示 す と第 2

表 の 如くで あ る．

1

欄
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　　　　　 第　 2 、表

、　　オリ
ー
ブ 油 （σ

“
C ；C3H6「250cginin：306）

　 　検 停 〔cc冫 050 了02 ．03 ．o　 fO．o
　 　 CsHsCTts）　3ア4　7　10　MO220　tg　4922

オk　（θ℃
』C3H6　30eαc／M］n ：60分 ）

検 イ本 にC） 25 　50 　80 　100150

C3　H σCnt｝032 　07 θ　r4イ　厂ア∂　25 θ

血 液 co℃ ；c3H61ひocc／bain：go分）

検 体 にc川 Ozo3 σ

C3H6 ‘n 号， 082 プ66 　23

血 液 倥 温 CeH6100ec／Min：qe分）

舮聡 1雛1 比 甼

　　　　　　 第 4章　小括及び考按

　 サ 定量法 は前述の 如く種k の 方法 が あ る が，Teaque

が炭酸 ガ ス 定量 に Haggar
’
がエ

ー
テ ル 定量 に適用 した

Iodine−Pentoxide装置 を使用 して ，
　 Robbins47）はこ れ と

Vanslyke−Nei1 装置 を使用す る ガ ス 容積定量法 （Orcutt

＆ Waters ） とを比較 し ， 血 液 ， 水 ， ガ ス 体 中 の サ 定量

に優る と も劣 らぬ成績を得た ．私 も RobbinS の 報告に

基い て 製作した器具を使用 し前法 の 検討 を 行つ た．そ の

結果は 前述 の 如 く， 回帰式 y ＝ 0．269x十 〇．01432　 SyZ

＝ 0．0032Sy ＝ O．05745　Sx2＝ 0。036　Sx ＝ 0．1897の 成績

か ら考え可成 り信頼 し得 る方法 と考 える，第 2 項 の 実験

で，各 サ ン プ ル の増暈に 対 して測定 さ れた サ量 は 第 2表

の 如 く直線的に増量 し，血液，永な らびに オ リ
ー

ブ 油 の

何れ に 於 て も正 確に 測定 し得 る こ とを み とめ た．血 漿 と

細胞成分の 比は Robbins 等 は 1 ： 2．5とし， 木実験で

は 1 ： 2．3となっ た．こ れは Robbins等も指摘 し て い

る よ うに 血 漿成分 中 の 脂肪含有量 に 由来 す る 差異と思

う．以 上 の 結果 か ら本装置は 血液 中の サ 定量 に 可成 りの

信頼度を持つ て 使用で きるもの と考えられ る．

第 2 編 基 礎 的研究

行い ，
To ＆ Fro 閉鎖麻酔器 を使用 して ． サ 麻酔を行 っ

たa 人では ， 肺機能 に著変の ない 胸廓成形手術例 2例 を

選 び ， ヲ ポ ナ
ール 300  導入 ， S．C．C ．40m塞静注 に よ り

挿管を行い ， 直 ちに サ麻酔を施行 して一定時間毎に動静

脈 血 を採血 した ．

　第 2 節　実験成績

　第 3表 ， 第 3 図 ， 第 弖図 に示 す。第 3表では10分後呼

吸停止時期 に動脈血中濃度 33．63皿gf100cc静脈血中濃度

20．88田g／100ccに達 し人 工 呼吸，100％酵素吸入 に よ り比

較的速 か に 動脈血中の サ は 消失 して い る．第 3 図 ， 第 4

図は 何 れ も50Vo1 ％ 2 分 ， そ の 後 5 分間 500ec酵素 に

200ccサ の 流量 で麻酔 し， 7分 後 に サ を切 り 10G％酵素

を吸入 させ た．2 例共に動静脈血中の 濃度は等量にな ら

ない ．3 例 に共通 な こ とは恢復期 に は ， 動脈 血 中 よ り静

脈 血 中 の ナ 量 が 長 く持続 レて い る こ とで あ る．

第

　　　第 1 章 サイ ク ロ プ ロ ペ イ ン導入時

　　　　　　の 動靜脈血中の サの 淌長

　第 エ節　実験目的及び実験方 法

．

　産科麻酔では ， 分 娩 ， 帝 切 の 何 れ に於て も麻酔開始 後

5 〜20分間位の 血中濃度 が問題 とな る．又臨床的 に使用

す る 場合 は 動脈血を毎常採血す る こ と は 困難で あ る た め

静脈血 中の 濃度 か らこ れ を 推定 せ ね ば な らな い ．よつ て

此処で は 特 に 短時 間麻酔の 際 の 動脈血巾の 濃度の 推移

を検討 した ．実験に は雜犬及び 人 を使用 した．犬 は 体重

10〜12  の 成犬 を 用 い ， ヲ ボ ナ ール 300〜 4GO  を腹

腔内 に注射 し， 背位固定後 ， 直 ちに 気管 チ L
’一ブ 挿管 を

隊癖
35

拍
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釦
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第 3 図

20　　 ／
底

＼
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　　　　　第 2 章　痲酔深度と血中濃度

　第 1節　実験目的及 び 実験方法

　サ の 麻酔深度を臨床的 に決定す る こ とは ，
エ ーテ ル そ

の 他 の 麻酔剤 に比 して極め て 困難であ る．Romberger55 ，
，

Hass56） 等は眼険反射 ， 眼球運動及び呼吸運動 を 目標 と

して ，
　lnduction　Stage

，
　Moderate 　Anesthesia

，
　Deep 　An −

esthesia の 3期 に 分 け る こ とが 便利で あ る と し ，
　 Faul・

corner 　et　a146＞は脳波 を対照 に，血中濃度 を Mass 　Spe−

ctrometer に よ り定 量 し ， 6 段階に 分 けた ．

1
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　私 は 雑犬12頭を使用 し，脳波 ， 心電図 ， 大動脈圧 ， 大

静脈圧等を観察す る と共 に．そ の 間 の 血 中濃度を定量 し

た が，Faulcorner の言うよ うに 脳波に よ る麻酔深度 と血

中 サ量 との 関係 を明か にす る こ とは 出来なか つ た の で，

主 と して 心電図，大動脈圧，大静脈圧 と血 中濃度 との 関

係を追究した．な お麻酔時期 は Romberger，
　Faulcorner

及び RobbinS の 分類を参考と し て 導入期 ， 浅麻酔期 ，

手術 麻 酔期 ， 深麻酔期 に 分 け 各 々 3〜 6 回 動 脈血 中濃度

を定量 した．

　第 2 節　実験成績

　 サ の 血 中濃度 は 第 4 表 に 示 す如 く， 導入 期 （意識消

失） は 平均 6．07ng！100ce，浅麻酔期 （角膜反射消失）は

12．3mg1100cc，手 術 麻 酔期 （角膜反 射消 失 よ り腹筋弛緩）

は 20．3且191100cc
， 深麻酔期 （呼吸停止期 よ り急性心衰弱

　 　 10單伽  

　 　 20c3H6
　 　 10
血 中
　 　 o

第　 4　 表

麻 酔 症状 実験数 酬 6 租
賄伽 平 均

意 識 消 失 4 　 4臼〜8．τ 6．oア

角膜 鷯†ご嫉 51 ε．6 − 1zo12 ．3
腹 筋 弛 緩
　 　

ゴ』
化

6　 1aひ 2ノ．620 ．3
呼 吸停 止 3　 234−34528 ・7i

蒹慶鸚 6　 35σv45，334 ．引
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　 第 3 章 妊振犬に 於ける胎盤通過性 の 実験

　Rosenfeld ＆ Snyder49）50］ は 分娩予定 日 1週間前の妊i

娠家兎 に絨毛性性腺刺戟 ホ ル モ ン を注射 し，開腹後子宮

壁を通じて 子宮内胎仔の 呼吸運動を観察し， 且 つ Pento−

barbita工・Na ，
　Morphine−SQt，　Paraldehyne ，

　Chleral　hy−

drate，　Ether，　N20 ，　Cyclopropane 等の 影響を検討 して ，

サ 以 外では 母体の外科麻酔期以前 に 胎児呼吸は 著明 に抑

制さ れ る と結論した．私も同様 の 実験を犬につ い て 試み

た が ， 開腹後 子 富内胎仔の呼吸 運動 は 極 め て微弱か，不

規則或は認 め難く判定に 困難な点が あ る の で次 の 方 法 を

行 っ た ．す な わ ち妊娠末期 の 犬に ヲ ボ ナ
ール 300皿壌を腹

腔内 に注入 し， 背位固定 後挿管し，ヲ ボ ナ ール 麻酔 よ り

覚醒す る ま で To ＆ Fro 麻酔器で酸素を吸入 せ ．し め ，

此 の 間 に開腹 ， 子宮を露出せ しめ た．覚醒後 サ 麻酔 を行

い 母体静脈 血 中 な ら び に胎 仔 大脳，肝 組 織中 の サ量 を 定

量 した，

　第 2節　実験成績

　第 6表に 示 す 第 1例 es　丁分 ， 第 2例 は 8 分でナ を切 り

100％酵素に 切り か え た．サ 量は ， 母体静脈血 ， 胎仔

脳，肝の 順に高く， 胎仔 中の サ 量 は母体静脈血 中濃度 と

比例 して増減 して い る．即 ち サ は 容易に 胎盤 を通過 して

い る こ とは 明 ら かで あ るが ， 3分 以 内 に は ， 胎仔脳 肝

申に は 証萌され な い ．然 し， 脳，肝組織中に サ が吸着さ

れ る に は或 る一
定の 時間 を必要 と さ れ る か ら 3 分 内 に移

行 しな い と否定するこ とはで き ない ．

徐

脈

呼
吸
停
止

に至 る時期）， 呼 吸 停止 期 は 28．7mg！lOOceft性 心 衰弱期は

34．9  ！100ccであつ た．腹筋弛緩期 に は心電 図に 徐脈 が

出現す る こ とが 多 く，呼吸停止 期 か ら急性 心 衰弱期 に相

当 して ， 期外性収 縮 ， そ の 他刺戟伝導障碍 を 示 す 種々 の

心 電図上 の 変化 が み られ る．ま た 急性心衰弱期 の サ 量で

も人 工 呼吸 に よっ て ， 呼吸を維持す る 限 り心停 止 に 至 ら

ぬ場合が 多 く， 呼吸停止 期 よ り心停止 期 の 間 は相当差 の

あ る こ とを み とめ た．第 5 図 は 心 電図，大動脈 ，大静脈

圧，及びサ の 血 中濃度を示 した．な お こ れ等 の 詳細に就

て は ， ナ麻酔中の 昇圧物質 の 循環動態 に関す る研究で概

報 した
48 ）．

　 　 　 第

採 　　本艪 辰
　 血 ロ C3牆塒 同

3分15．δ

7
．

tOI5

8．19
．37

，0

　　　 第　 6　 表

1 例　　　　　　　　第 2 例

仔 脳 中 仔肝 ・b ．．
H　　cH6
？　　　　 7

4．0　 　3．2
’

5，2　　3．8

4，6　
’
2．4

C3H6　
’
m｝／loecc

羃器韆鯤 獅 馬月
常

3芬1621 つ 2
5

　 　 19
．34 ．23 ．1

10f4 ．26 ．15 ，1

158 、84 ．03 ，ア

206 ．1 ［ 4．o3 ．6

　　　　第 4 章 新産仔 に於けるサ麻酔

　第 1 節　実験 目的及び実験方法

　前章で，サ は 容易に 胎盤を通過す る こ とを確認 した の

で，次に新産仔におけるサ の 麻酔症状及び呼吸停止に至

っ た 時の 仔 の 血 中， 脳 ， 肝組織中の サ 量 を検討 し， 臨床

的 に 使用 した 場合の ， 胎児へ の サ 移行 量 の 許容限界 を知

ろうと した．笑験方法 として ，生後 3 日以 内で体重 100〜

140g の新産仔犬 を使用 し， 透明 ビ ニ ー
ル 嚢 （容量約 6　1）

中に入 れ，一
方 よ りサ を流 し ， 他方 の 小 穴 よ リガ ス を流

鰯

翔
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蝕

ゆ

噂

導・、

　　 出 せ しめ，ビ ニー
ル 嚢 中 の 新産仔 の 麻酔状況 を 観察 し

　　 た ．次い で 4 仔 に 就 て 呼吸停止後，直 ちに 断頭，採血及
゜
　 び脳 ， 肝の 摘 出を行 い 各・ミ に 含 ま れ る サ 量を定量 した．

　　　 第 2 節　実験成績

　　　 第 7表 ， 第 8 表に 示す よ う に ， 50Vo1％ サ 吸入時 の 呼

　　 吸停止 に 至 る時間は平均4 分07秒，30▽ol％ サ 吸入時には

　　 平均 6分36秒で あ る．呼吸停止期 の 血中濃度 は 平均 11．3

　　 皿g！lOOcc，　脳 中サ 量 レま 9．6mgtloeg ，月干中 看ま 7。3皿gi10Q

　　 9 であつ た．
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．
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　　　　　　 第 5 章 小括及び考按

　 サ は 導入直後12〜15分で動静脈 血 中の 濃度 は 等 量 に 達

す る とい われて い る が ， 著者 の 実験で は ， 短時間の た め

か 此 の 様 な結果 に 至 らな か つ た．サ の 麻酔法 として 間歇

的流量法 と持続的流量法 とが ある が ，

一般に前 者 が 推奨

さ れ て い る．第 1 章の実験か ら考えて ， 5〜 7分後に20

  1⊥00ccに 達 しそ の 後 全 くサ を 切 つ て も12〜15分間は な

お ler　llg1／00　ce 　fu維持 レて い る こ とか ら ， 間歇的流量法 の

際 の サ 投与 の 時間的関係が推定で きた．

　サ 麻酔の麻酔深度 に就 て，Ronlberger5
駈）は，　Induction

St・g・，　M 。d・ rat ・ A ・ ・sthesi ・・　lleep　Anesthesi・ の 3段

階 に 分 け．眼瞼反射 ， 眼球運動 ， 呼吸運動を各麻酔期 の

判 定基準 と した ．Robbins47） は 麻酔症状 と血 中濃度 を検

索 し ， 角膜反射消失13．9mg！100cc ， 腹筋 弛 緩 16．8  1100

cc ，
　Wink 　Refiex の 消失20。6皿g1ユ00cc，肋間筋麻痺25．5

mg ．tlG。， 呼吸停 止 28 ．4・gl100cc と，　F ・・ 1・・rn ・r　et ・ 146’

は，脳波 に よ り麻酔深度 を 6 段階 に 分 け・第 1 期 2・69

　　　　　　　　　　　　 ぽ
mg！100cc， 第 2 期 5．16皿g／100cc， 第 3期 9．62mg！100cc，

第 4 期 13．T6　mg！100ce，第 5期 16．78　mgileOec と報告 し

て い る．Robbins ‘7）と Faulcorner46） の 成績 を 比較す る

と，Robbins47）の 腹筋弛緩期 （16．8  ノ100cc）が Fau1−

corner の 第 5 期 に 相当 して い る．私 の 成績は Robbins

の成績近い ．第 1 章 ， 第 2 章 の 妊娠犬 で の 実験成績を

み る と第 1例 では母体静脈血 中濃度の 最高 9．3ngtloecc

で，第 2 例で は14．2  1100ccで私 の 分類では意識消失期，

Robbins の 角膜反射消失期，
　Faulcorner の 第 3期，浅

相に相当す るが ， 此 の 時期 に既に サ は 胎盤 を通過す る こ

とが 明 らか であ り且 っ 夊 ， 母体 血 中の 消長に比例 して 胎

児 血 中濃度 も変動す る こ とが うか が え る．ま た新産仔 に

就て 行 っ た 実験で は 呼吸停止 に 至 る 時間は 50Vo1％吸入

の 場合，平均 4 分 07秒 ， 30Vol％吸入の 場含，平均 6分

30秒でそ の 時新産仔血中濃度 は 11．3田g1100ccであ り ， お

そ らく胎仔でも此 の 程度の 血 中濃度になればそ の 呼吸運

動は停止 す る と推定 さ れる．

　　　　　　第 3 編　臨床的研究

　　　 第 1章　人 工 妊 娠中經時の サ痲酔

　第 1節　実験目的及び実験方法

　前編の 研 究で サ の胎盤通過性 を実証 した の で，実際に

妊婦でサ が どの程度胎盤に移行す るか を 知 る た め ， 人 工

妊娠中絶時に サ麻酔を行 い ，胎盤組織中の サ量 と，胎盤

娩出時 の 母体静脈 血 中濃度 を定量 し，サ の 胎盤移行量を

検討 した．サ 麻酔 を臨床応用す る場合 ， そ の fik盤通過性

が 問題 に な る の は ， 分娩時 な らびに帝切時であ つ て，こ

の 何 れ の 場合 に も 麻酔 時 間は 極 め て 短時間である か ら，

人 工 妊娠 中絶時 の 麻酔に よっ て 充分な臨床的検討を 行 う

こ とが 出来 る．

　第 2 節　実験成績

　臨床成績は ，第 9表 に示す如 くア ト ロ ピ ン 前処置群21

　　　
’
　　　　　　 第　 9　 表

入状 ｝
血 圧 呼 吸 脈 樽麻 酔 方法 伊呶

滑 不良 齧籍 副 作 用

ア ト囗 ピ ン

荊 処 置 電
2目 1a　3 四　 2　 4 磁o％丿

23 ↑
↓
一

f6
円 2　↑
↓
〒−

o6
　↑−
2

2　 6 σ呂6り
112 ↑ 、
↓
｝

1q
．3口 　 ↑
昏
　

o1
日 4　 
↓
一

，Dヲボナ
ー
鋸 切

テづ レ導八群

サ ワ フ
’
町 イフ

導入維 持 群

  丈
一
1レ

S．C．C ．
併

　　 計

32f2

δ

『

82

26　 6

ア　 55

　 36

　 362

　 22

30106873　皿
2　 5鰍 5’り
2　 4 卿

・
り

1　 3‘33り

9 ・22‘25〃｝

縡 罵 1 δ
に lil賜
14 个　 90 ↑

↓
皿

4　 ↓
−

o，

τ夥 弊 1

δ 2 ↑

↓
一

2

τ⊥ 144
↑

↓
−

1

叩並 悲

例，ラ ポ ナ
ール 叉 は サ リタ ール 導入群 32例 ， ナ 導入維

持群 12例，セ コ ナ
ール （油溶性）導入 群8 例，サ ク シ ン

（S．C．C．と略す）・を併用 した群 9例 ， 計82例で ， 著明 な
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L

咳嗽 ， 喉頭痙李， 60以下 の 捺脈等を副作用 とした．副作

用 の 出現率は ， サ 導入維持群及びセ コ ナ ール 導 入 群 に 高

く， ア トロ ピ ン前処置群，ラ ボ ナ ール 叉 はラ
1
リタール 導

入群 に低 い傾向が み られ る．血 圧は
一

般 に 上昇 の 傾向に

あ り （T4．3％），脈搏は徐脈 （60．9％）に傾き ， 呼吸は，

麻酔 が深 くな る に っ れ て 抑制きれ る．胎盤中及び母体静

脈 」血中の サ 量 を定 量 比較 した 成績は第 10表及び 第 6図の

如くで，全例に サ の 胎盤移行 が 証明 され た．しか し本実

験で は胎盤組織 中の サ 量 は，極め て 母体静脈血 中濃度に

第 　 10　 表
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中 c 陛6
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症
例

氏
名 琴1妊

月

導
入

採 　 鮴 月 脈

時同 血中 c3H6
胎 　　組
織　c3H白

1T γ 円 皿 町5σ oσ　 ∠ 」1皿 2．36η

2E ．1、22H1504 ，00　 5．132 ．4
3M ．k1q 皿 20σ60σ　 f．11 ．3
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510 ’520 鼻

写 　真　 2

近い ．こ れ はお そ ら く子宮壁中 よ りの 出血 が胎盤組織 に

混入 す る た め で ， こ の 結果 か らサ の 胎盤移行量 を推定す

る こ とは ， 不 可能である．

　　　　 第 2 章　分娩時に於け るサ麻酔

　第 1節　Western 　Reserve 　Portable 麻酔器の 構造 と

そ の 使用法

　サ は酸素 ，空 気 の側 れ の 中で も低濃度 （空 気 中 2。4Vol

％ 酸素2．8Vo1％）で爆発性 が あり，従っ て サ麻酔を防爆

設備の 不 完全 な 手術室 叉 は分 娩室で使用す る こ とは極め

て危険であ る．しか し
一
定の割合 で Heliurn を混入す る

と爆発閾値 を 低下 させ る こ とが 可能であ る こ とか ら
1）53 ）

54 ），Hingson1｝53 ）は Helium ，酸素及び サ を小型ボ ン ベ に

パ ッ キ ン グ し，
To ＆ Fro 型式の 閉鎖式麻酔器 に利用す

る こ とを考 え ， 短時間の 麻酔 に極 め て便利に使用 し得る

こ とを 発表 し た ，本麻酔器は著看
54 ｝及び Hingson 自身

に よ り既に本邦 に紹介 された・構造は写真 2及び第 7 図

に示す如 く，（A ）呼吸嚢 （6．01）， （B ）中心 ボ デ ィ ， （C ）

小 型 シ リン ダ ー入，（D ） カ ニ ス タ
ー，（E ）交通弁 ， （F ）

マ ス ク よ りな る．使用す る に 当 り酸素 ボ ン ベ
， 及び サ と

ヘ リウ ム 混合ボ ン ベ を夫 々 シ リン ダー
入れ に入れ ， 交通

弁 を閉 じて，ガ ス をバ ッ ク 内中に充 し， 患者 に マ ス ク を

当 て て ，　交通弁 を 開 く （写真 3 ）．使用 さ れ る ガ ス の

Free　Volurne　percent は 第 11表 に示す如 くで ，　 Hingson

等 の 実験 に よ る と爆発闘値 は 実験図 （第 8 図） A 線 に 示

す如 くである．私 も最も簡単な 方法 として麻酔前 ， 麻酔

中の バ ッ ク 内の ガ ス を注射筒に とり，ア ル コ
ー

ル 焔中に

吹入 して 非爆発性であ る こ と を確認 した．

　第 2 節　実験目的並 に 実験方 法

　Western 　Reserve 　Portable 麻酔器 を使用 して，第 1

に 人工 妊娠中絶時麻酔 に 使用 して動静脈血 中の サ の 推移

第 7 図
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を検討 し， 第 2 に 分娩末期即 ち娩出期麻酔法として ， サ

に よ る無痛 分 娩 を施 行 し，無痛分娩法 と して の サ麻酔 の

価値 を臨床的 に検討 し，同時に 娩 出直後 臍帯動脈1血中並

に 母体静脈血 中の サ を 定 量 比 較 して，サ の 胎盤移行 を追

究した．

　第 3 節　実験成績

　第 1項　Western 　Reserve　Portable 麻酔器使用 に よ

る動静脈中 サ の推移

　第 1例では ラポ ナ
ール 300  導入 後 5 分 問吸 入．第 2

例では ラボ ナ
ール 300m墓導入後 ， 6 分 30秒間吸入 さ せ ，

そ の後閉鎖循環式麻酔器 を使用 して， 100％酸素 を 吸 入

させ た．

　実験成績は第 12表 に示 す如くであ る ．第 1例では ， 吸

入直後 ， 呼吸抑制強く，換気不 十 分 の た め か，動脈血 中

　　　　　　　　　　卑 　真　 3

第　 11　 表
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ク
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5．Cycropm卿 e
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2200，σ
1050．e

〃

〃
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6．Oxン号e月 15GO．Oto
↑8σo．o ク 〃

Hellu挧 350．Oto50D
．O 〃 〃

403− 51

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
1
　 丿

の サ は 最高 6．0  1100ccに止 り，第 2 例では 最高10．1  ！

100ceec達 した．静脈血 中の サ は，両例 とも動脈血 中の

サ に 平行 して 高 くな り ， 消失期 は 稍 々 動脈血 中 の サ量 よ

り高 い ．

　　　　　　　　　 第　ユ2　表

　 　 　　　　

　 　 　 　 一
動脈 血1中濃 度

紘　
捧

鱗
”

10　 10

D510 τ5分 05to 　 15分

　第 2項 分娩時麻酔の 成績 （第 13表に 示 す）

　初産 15例，経 産 IT例 ， 計32例 に行 つ た ．こ の うち晩期

妊娠中毒症 7例， 早産 2 例 ， 骨盤位牽出術1 例 を含 ん

でい る．麻酔時間 は最長 8 分 ， 最短 2分，平均 5分32秒

であ り ， 採血時間 は ， 最長 5分10秒 ， 最 虚 30秒後で あ

る ．副作用 と して は 60以下の 徐脈を 2 例 に見た．ま た第

16例で は児 心音悪化 の た め ，

’
10D％酸素吸木後 り 児心音

の 恢復を ま つ て麻酔 を開始した．麻酔効果の 判定は ， 全

然児 の 娩出を知 らぬ も の （什），児 の 娩出は知 らぬ が興奮

状態を呈 した もの （十 ），不穏興奮著明で疹痛を訴えた も

の （一）と判定 した結果 （十D21例 （65．6％）， （十）11

例 （34．3％）で無効例 は ない ．出血 量 は，最少 100cc最

大 550cc
．
平均 213ecで特に増量 してい るとは考え られ な

い ．分嫡直後 の 児の 状態 は初発呼吸及 び初啼泣遷延 4

例 ， 第 1度仮死 3 例で他の 25例では ， 特 に異常をみ とめ

な い ．分娩時 ， 分娩直後に使用す る 収縮剤は ， サ麻酔中

の 子宮収縮剤の 循環機能 に 及ぼす影響を考慮 し
58），Ato−

nin −0 を使用 した が ， 本剤使用に ょり特に注意 され る症

状はみ とめ られ な か っ た ．　　　　 tt

　 第 3 項　サ の 胎盤移行 に閧す る 実験成績

　 母体静脈 血 及 び 胎児臍帯動脈血中の サ を 定量比較 した

32例の 結果 は ， 第14表及び 第 9図 の 如 くで あ る．32桝
中，明 らか に母俸静脈血及び臍帯動脈血 中 に サ を証明 し

得 な かっ た 8 例及び採 血 に失敗 した 1例を除く22例 に サ

を 証明 定量 し た．そ の 中 3例で児 が 第 1度 仮死 と な つ

N 工工
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た が第 5 例 は，間歇的に 6 分間吸入 せ しめ た 症例で 第

30例で は児 の 血 中濃度 が 5．3  ！100じc母体血中濃度 7．2
  1100ccとなっ て い る，初発呼吸遷延及び 初啼泣遷延を

．見た 第 8 例，第25例， 第26例では ， 児 の 血中濃度が そ れ ぞ

．れ 5．3， 5．2，5．8mglloOcじ母体」血中濃度は 6．1，6」 ，

6．5  1100ccであ り， 他 の 異常をみ とめ な い 症例で は ，

・何 れ も母児共 に 5ng ！lOOcc以下であ っ た．サ を証明定量

1出来 な か つ た 8例は ， 伺れ も麻酔時間が 1分鱒秒以 下の

症例 であ る．

　　　　　第 3 章 帝王 切開時 の サ痲醉

　第 1節　実験 目的及び実験方法

　帝王切開術の 麻酔として の サ 麻酔を 臨床的 に検 討す る

と共に ， テ の 胎盤移行を母 体静脈血 及 び 臍 帯動脈 血 中の

サ を定量 比較 して 検討 した ．全例 に前麻酔と して ， オ ペ

瑚ヂ ン 70mgア トロ ピ ン 0．5mgを投与 し， 腹壁消毒後，ラ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　第 　 9　 図
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14o 、40 〃
（
一
〕 ‘

一
）　
．

153 ．oo ク 4、33 ．θ
fら 2．00剃 度 仮死 3．62 ．〒．
「71 ．σo 翼 掌 な し

「
｛
一

｝ 【一冫

18 口．40 ウ ‘
一

｝ （
一

）

円 L3卩 3．5 （2）

20 σ．30 巽常 な し

’
（
一
〕 〔一）

幻 340 〃 3．83 ．2
222 、4σ 〃 3．丁 2．6
23140 〃 （一〕 ，

　 （
一

）

243 側 ， 4る 3．2
254 、仞 初 吁啼疆延 6．152
264 ．，θ 〃 6553
273 ．20 翼 常な し 3ら 3σ
282 ．3σ 〃 20 粥
2ヲ 1．4σ 〃 （一一） （一）　　 1

305 、fO カ 1度仮 死 7．2 ∬軍 コ313 ．砌 翼 常 な レ 4．占 4．1
32 ．4．3ρ 〃 4、53 、8

ボ ナ ール 100   を 点滴 の ゴ ム 管を邇 じ て 静注 し，直 ち

に ， サ 50Vo1％で麻酔を開始 し， 通常 2 〜3 分 で 皮切を

開始 し た．皮切直後麻酔が浅 い 場合 S．C．C．幻〜40 
を静注 した． か くし て酸素流量 5 Occに対 しサ を漸次
300・v200ec 　e（ 下げて 痲酔 を維特 し た．児娩出直後母体静

騨

額

爆
学

噸、
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第　　 15　　 表

．症
1例 氏 名 琴耋 適　応 手術 々 式 麻 酔 法 麻 醐 銅 採血時嗣児性躍 状 態
iliT

．K．370P 高年初産 腹蒔聯 粧　1 議藷羅 蠶
c

胃
囿

σ’ 6馬o
秒

早
矛順 仮死
27506112F

．N．2711 前回 帝切 〃 ケ 0．4ア　 7，00 ．吉 異 常茸 し

32006

｛3H 、s、28 θ 鑾聽 垂
” 腰 麻休ノト力侃 陶 〕

W．RP 麻 酔蒜 1，σ5 η，00 早
　〃
2　 0q

14H ，N．31o 切迫 仮 死 〃 ラ爪ナ→レサ コ．S、G．O
  ．補 助呼吸 〕 ｝．10・12，θ5 ♂

〃

アoθ

5H ．Shi．
．
129f

軆 蹉 厚 〃 2，lo8 ．oσ 宇
刺度仮死
27906

6 丁．N．3ア 45 カ月

腟 式 帝七刀
慰 帝王胴 欄離

ノト脚 剛゚ 1．302 σ．00 〃 †

7 図，u
．
．29 了 瓣 幵

齢 嬬 睇王 徽 、鴇嬲躑
G1 ，0515 ．40 ’厂異常なし

3σ1σ6
8H ．e．コo4 羅 1

隲

　　〃
兼 叩 管結 紮

〃 1．1θ 15，00 ♂ 十

9S ，S．260 軈 雛 楓 深諦 王瞞 ケ　
冗

1．15Il2・oσ 早
異常なし

2025 日

10H ．k．28o 綣 靉 〃 ケ 1．2曲 3．oo1 ’，　”
28806．

311T

，H ．29 τ 3 〃 〃 　 　 　 FO
．5611 ．σ0 ♂

訶度イ反死
26806

k12K ．T．301 狭 骨 盤 〃 〃 1．136 ，00 ♀ 才2．嘆仮死

2BZσG

匿
「
’
，0．330 廿

覊 額 ケ 〃 丁、σ5
K．y．32o 中二期匿延

切 萢 仮死 　　　
’P …　　　　〃 口．55

了4，0σ
8，30

♂

〃

翼 常なし

　 「 6
孵 啼屡延
2卿 o

脈 」血及び臍帯動脈血 を 同時 に採血流動 パ ラ フ ィ ン で封 じ

て 氷室 に貯え ， 定量に供した．

　 第 2節 　実験成績

　腹 式深部帝 王 切開 13例，腟式帝 ヨ≡切開 1例計14例に 実

施 した成績 は第 15表に 示 す通 りであ る．第 6 例 の 5 カ 月

盤 式帝切例では ， ポ ン トカ イ ン 7．0皿g÷ 20％ブ ド ウ糖

ユ．Occで腰椎麻酔を施行，サ麻酔を併用 して ， 胎児脳，

肝 中の サ量 を定量 し， 第 8 例では採血 不能の た め胎肝中

の サ 量 の みを定量 した．麻酔開始よ り採血 ま で の 時間

は ， 最短 6分 ， 最長20分で，手術的妊娠 中絶の 2例 （第
6 ， 8例）以外 の 12例中，第 1度仮死 3例 （第1， 5， 11

例）第2 度仮死例（第 12例），初発呼吸遷延 1例 （第 4．例）

を見 た．之等の 症例 に対 して は新 生 児仮死蘇生器（Micro ・

Dapter ： E ＆ J．　M ．C．）を使用し陽陰圧呼吸で蘇生術を

施行 L，た．全症例 とも ， 血圧 ， 脈搏共 に著明な変動な

く， 手術終了と同時覚醒応答す る よ うに 麻酔を施行 し ，

特 に麻酔 中．麻酔後を通 じて 合併症は な か つ た．術後疼

痛 は ， ．ノ ブ ロ

’
ン A 筋注 に よ り鎮痛 を図つ た．　 サ の 母体

静脈血 中濃度は，最高15．1  1100cc最低 7．0  ノ100ccで，

塒帯動脈 血 中濃度 は．最高 10。5mg！lOOce ， 最低 5．o皿g1
10Dcc であっ た．特 に 仮死症例では高 く 4例 （第 1 ，5 ，

7，ユ2例） の 平 均 は 9。7  ！100ccで 全 例 と も 9．0  ！100

娼c以 上 で あ り，こ れ に 反 し仮死を起 さ な かつ た 7例の 平

均 は 6．9  gtlOOcc（全例 9．o皿g11σOcc未満であ る．すなわ

ち 9．0皿g／100cete境 と して 仮死発生 の 危険 が あ る と言 う

・こ とが が 出来 る．母体血 中濃度では 13．Omg！100 じc未満で

は 1例 しか仮死 を 見ず ． 逆 に 仮死 を起 さなか つ た例 は 全

例 13．0  1100cc以 下であっ た．

　　　　　　 第 4 章　小括及び考按

　サ の 導入覚醒の速 か な 点に着目 して ， 人 工 妊娠 中絶時

第 　 ユ6　 表

宦
列

ヌ 採
時 日 麑讙 髀灘

臍 帯血中
c3H6

16 ．囗矛履 仮 死 To　6 頂3 ．7　　
τ．

．oα爨 常な し　 7．0 即　　 ト

3103 α シ　　　 3i62
420 〃　 　 　 弓 35
5 ．σθ胴 又で死

1144lo ．
6 肌 oo 十　　 　「ら、21 σ．o 胎肝 儲 1

胎 脳 ＆ 7 ら．o跡 2度仮死 18．310 ．5
15401　 十　 　 174　 　 刃台肝 4
15　

’
異
μ罰

な し　 121　 　 8」
1σ 12、囗σ1　 〃　　　 齟　　　　 6．4
月 ω

广1　 　 ・　　 旧 2．5　　 μ

12 卩 σρキ 1 仮 殍 14．2　　 門 ．2
i3q コO 翼常 褂

．lij　 　 　 ‘、2
1410・10囎 腸 i型到 15・1　　 胃

　　　　　　に 施行 した サ麻酔 の 臨床成績では ， 第 1章

　　　　　　に述べ た 如 く，咳嗽，嘔吐そ の 他の 副作用

　　　　　　 の 発生 頻度 が 25％ で異常に高い ．こ れ は 帝

　　　　　　切及び長時間の サ麻酔では遥かに少い こ と

　　　　　　か ら ， 前処置殊 に ア ト ロ ピ ン 剤投与 が 大 き

　　　　　　な役割 を果 してい る と考 えられる ．咳嗽及

び嘔吐 の発生機転 として は ， サ の 副交感神経緊張作用に

よ る気管枝 の縮少 と麻酔に よ る上 位 申枢拗制の 除去に よ

つ て兮泌物移動 の刺戟 に 対す る刺戟閾値が急に 低下する

た めと考 え られ る
IZ ）．人 工 妊娠中絶例 で観察 した サ の 胎

盤移行量 は ， 胎盤組織へ の 血 液 の 混入 の た め か，母体 血

中濃度に 非常に 近い 値 を得た．分娩時麻酔に使用し た

Western　Reserve　Portable 麻酔器 は ， 本邦では 本研究

の他に は まだ使用 され て い ない が第 2節 の 臨床成績で述
べ た如 く， 麻酔時間 が極 め て 短 い点が 自然分娩 に 応用す

る場合 の欠点とな る．しか し， 患者は極め て速 か に麻酔
に 入 り， 速 かに覚醒す る こ とは ，　 ラ ボ ナ ール ，エ

ー
テ

ル ，ト リク ロ
ー

ル エ チ レ ン ，そ の 他に比 し遥か に す ぐれ
’

て い る．サ の胎盤移行に就て．O 観察では こ の よ うな短時

間の 麻酔 でも， 胎児に移行ナる こ とが認め ら れ た が ，新

生児に異常の な か っ た 例は全例新生児晦中濃度が 5 皿9！1

00ccD9下であつ た こ とか ら ，

』
こ の 値が安全閾値 と考え ら

れ る．帝王 切開 の サ麻酔で は仮 死 を起 した 例は全例 9mg

！loOCG以 上 であ り， 仮死 を起 さ な か つ た 例 は全例 9　コgf

100cc未満であっ た．従つ て こ の 中間，すなわ ち 5 〜 9

  1100ccの 問 は あ 為程度仮死 発 生 の 危 険 が あ り， 9　mgf

100cc以 上 に な る と全例仮 死 に陥る も の 考 え られ る．

　　　　　　 全編の総括並 びに結論

　工） サ の 定量法 を 検 討 し ， Robbinsに よ り紹介 さ れ た

Iodine　Pentoxine 法 に 基い た 装置を作 り， 本装置 に よ

る定 量 法 の 精度 を オ リーブ 油中に 吸収せ しめ た サ の 定量

に よつ て 検 した 結果，回帰式 y ＝ O．269x −← O．e1432　Sy
＝ O．05745，Sx ＝ 0。1897を得 ， 可成 りの 信頼度 で 使用

で き る こ とを認 め た ．更 に 水 ， 血液中の サ定量を試み ，

何 れ の サ ン プル で も正 確 に測定で き る こ と犁 確認 し た ．

　2） サ の 導 入 時の 動 静脈 血 中濃度 の 推移 ， 麻酔深度 と

血 中濃度及 び 心 電図所見 な どを人及び犬で検索 し た 結

N 工工
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果，短時間麻酔で は ， 動静脈血 中濃度は完全に
一

致する

に至 ら ない こ とを認め，ま た犬 12頭の 実験結果 か ら， 麻

酔深度 と血 中濃度の 関係 は ， 略々 Robbins の成績 と
一

致す る こ とを認め た．

　3） 妊娠 犬 に サ麻酔 を 行い 母俸静脈血中並 に胎仔脳，

肝中の サ 量 を 定量 し た 結果 サ は容易 に胎 盤 を通過 し，胎

仔中の サ 量 は 母体血 中濃度 と平行 的 に増減 す る こ とを み

とめ た．ま た新産仔 に サ 麻酔を行 っ て 種 女 実験 し， 呼吸

停 止 時 の 血 中濃 度 が 平均 11．3mg1100ccであ る こ とか ら，

妊婦 を ず麻酔 レた場合 の 胎児移行量の 限界を推定 した．

　4） 人工 妊娠中絶 82例 に サ 麻酔 を行 い ， 胎盤 並 に母体

血 中の サ量 を比較定量 した結果全例 に胎盤へ の移行を認

め た．

　 5） 帝王切開 14例 ， 分娩 32例 に Weste 血 Reserve 　Po −

rtable 麻酔器を使用 して サ麻酔を施行 し，種k 臨床的成

績を検討 し，殊 に新生児仮死発現 と母体血 中並 に臍帯血

中 サ量 とを比較検討 した結果 ， サ の 胎児血 中安全量 は 5

mg．tlOOce以 下で ， 9皿g！lOOceLX上 に な る と必ず仮死 を発

生 す る とい う結論 を得た．ま た帝切 時母体 血 中濃度では

13．0  1100ccを境 と して明か に 仮死発生の 頻度が異 る こ

とを認 め た ，

　6） 麻酔下 に於 け る新生児仮死発生の 原因を麻酔剤 と

い う
一

っ の 要因 か ら
一

元的に解決するこ とは で き な い

が ， 以 上 の 基礎的並 に 臨床的研究 よ り，サ 麻酔 を 分 娩 ，

帝切 に施行す る場 合 ， サ 麻酔の 麻酔深 度 は，Fauleorner

の 第 3期 9．62mg！100cc， 最大第 4期 13．76   g／100ce以下

に止 め るべ きであ る と考え る，

　 （本 論 文 の 要旨は 第 5 回 R 本 麻酔 学会 総 会 に 於 て 発 表

し た ）

　 稿 を 整 え る に 当 り ・ 御懇切 な 御指導並 に 御校閲 を 賜 つ

た ， 松本清 一教 授，山 村 秀 夫教擾，長 い 間産科麻酔 の 実際

に 就 て 御教 導 下 され た 竹 内 繁 喜 博 士 （都 立 築 地 産 院 長 ）

octc心 よ り感 謝 の 意 を 捧 げ ま す ．御 教 示御 鞭 撻 下 さ れ た

萄風 喜 雄博 士 ・ 石山峻次博 士 （本院 外科 部 長 ）， 沢 崎 博 次

博 士 （本 院 結核科 部 長 ），共．同 研 究 者 ， 牧 田 曄 博 士 ・定量

法 に 関 し て 御 協 力下 さ れ た 山崎 幹夫学 士 （東大 薬 学 科教

室） 並 び1こ本 院 産 婦入科，都 立 築 地 産院名取光博博士 他

医 局 諸先生 の 御 協 力 に 深 謝 致 し ま す．
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